
■ 環境家計簿について考えてみましょう
　２０１０年度エコライフ決算書での統一集計期間が12月で終了しました。

また35周年を記念して開始した統一集計活動（３年間）にもご協力いただきありがとうございました。

引き続き地球温暖化防止活動への参加をお願い致します。

　今回はエコライフ決算書（環境家計簿）について考えてみます。
作年の夏は猛暑が続きエアコンの使用頻度や時間が大幅に増えたご家庭が多いと思います。
環境家計簿上では数値が悪化してしまったのが現状ではないでしょうか？  しかしながら、
環境家計簿の本来の目的は、実態をよく把握して何か対策がないか工夫することです。

　下記の表に示すように結果が悪化しても良化しても理由があります。

それを要因別に分析し、できることから対策を行うことが重要です。
気候変動のように個人では対策が難しい場合もあります。　このような時は環境家計簿に
反映されなくても別の活動で、ＣＯ２削減や抑制につながればよいと思います。

結果も大事ですが、個人としてはまず身近にできる活動を継続し積み上げることではないでしょうか。

それがひいては社会貢献にもつながり、また、豊かな人生を実現する生き甲斐にもなります。

「地球温暖化防止に私たちができること」　　2011.01掲載

2011.1.3

パナソニック松愛会

横浜東支部　エコ担当　小川友通

横浜西支部　エコ担当　畠山勝己

家庭でできる温暖化対策　　NO.22

             生活を見直し 
                出来るものから 
                            始めてみましよう。 

ＣＯ２削減とバイ･パナソニックの実現に貢献しましょう。 


